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学
術
集
会
の
テ
ー
マ

「
学
際
と
統
合
」

第
65
回
定
期
学
術
集
会
の
総

合
テ
ー
マ
は
「Specialist 
m

ust know
 everything of 

som
ething, som

ething of 
everything. —

学
際
と
統
合
」

と
し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
卒

業
式
で
、
医
学
部
長
よ
り
送
ら

れ
た
も
の
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
専
門
を
学
ぶ
こ
と

で
精
一
杯
で
あ
っ
た
時
期
に
は

忘
れ
か
け
て
い
た
言
葉
で
す

が
、
年
と
共
に
こ
の
言
葉
の
重

み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
胸
部
外
科
学
会
は
学

際
的
総
合
学
会
で
す
。
心
臓
血

管
外
科
医
に
は
日
本
心
臓
血
管

外
科
学
会
が
、
呼
吸
器
外
科
医

に
は
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会

が
、
食
道
外
科
医
に
は
日
本
食

道
学
会
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
専
門

学
会
が
あ
り
ま
す
。
各
分
野
の

発
展
と
共
に
専
門
学
会
が
設
立

さ
れ
、
そ
れ
と
共
に
互
い
の
交

流
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
日
本
胸
部
外
科
学
会
は
こ

れ
ら
専
門
学
会
の
単
な
る
集
合

で
な
く
、
分
野
間
に
あ
る
問
題

や
三
分
野
に

共
通
す
る
問

題
を
研
究
す

る
と
言
う
意

味
で
、
そ
の

存
在
理
由
が

あ
り
ま
す
。

胸
部
外
科
医

が
互
い
に
協

力
し
な
け
れ

ば
治
せ
な
い

疾
患
が
あ

り
、
一
方
で

は
胸
部
外
科

医
な
ら
誰
で

も
が
持
つ
べ

き
コ
モ
ン
セ

ン
ス
も
あ
る

は
ず
で
す
。
従
っ
て
、
そ
の
学

術
集
会
は
「
胸
部
疾
患
の
外
科

的
治
療
」
と
い
う
共
通
点
を
有

す
る
専
門
家
が
互
い
に「
知
恵
」

を
出
し
合
う
場
で
あ
る
と
共

に
、
胸
部
外
科
医
の
コ
モ
ン
セ

ン
ス
を
磨
く
場
で
も
あ
り
ま

す
。
第
65
回
定
期
学
術
集
会
は

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
日
本
胸

部
外
科
学
会
の
歴
史
的
背
景
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
各
分
野

に
共
通
す
る
病
態
あ
る
い
は
複

数
の
分
野
に
ま
た
が
る
疾
病
に

つ
い
て
最
新
の
治
験
を
集
め
る

よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま

し
た
。

学
術
集
会
の
企
画
　

坂
田
隆
造
理
事
長
の
理
事
長

講
演
「
２
０
１
２
年
活
動
報

告
」、
私
藤
田
の
会
長
講
演
「
進

行
食
道
癌
へ
の
挑
戦
」
の
他
、

特
別
講
演
と
し
て
、
日
本
医
師

会
会
長
で
久
留
米
大
学
外
科
の

同
門
で
も
あ
る
横
倉
義
武
先
生

に
日
本
医
師
会
の
新
体
制
に
つ

い
て
ご
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

藤田 博正
（久留米大学医学部外科学（食道外科）教授）

1972年　慶應義塾大学医学部卒業
1972年　慶應義塾大学医学部訓練医（外科学教室）
1978年　国立栃木病院外科
1982年　産業医科大学助手（第二外科学講座）
1984年　産業医科大学講師（第二外科学講座）
1985年　久留米大学医学部講師（第一外科学講座）
1990年　ドイツTechnical University of Munich外科留学

1994年　久留米大学医学部助教授（第一外科学講座）
2000年　久留米大学医学部教授（外科学講座）

趣味：囲碁
（「NHK杯テレビ囲碁トーナメント」を観戦しながら昼寝）

好きな言葉：熟慮断行

た
。
宇
宙
飛
行
士
で
胸
部
外
科

医
で
も
あ
る
向
井
千
秋
先
生
に

は
「
宇
宙
医
学
は
究
極
の
予
防

医
学
」
と
題
し
て
宇
宙
に
お
け

る
医
学
、
医
療
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

Postgraduate course

特
別

講
演
と
し
て
、
福
井
大
学
医
学

部
附
属
病
院
救
急
部
の
寺
澤
秀

一
教
授
に
「
福
島
第
一
発
電
所

事
故
の
教
訓
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

原
発
事
故
に
対
す
る
米
国
式
の

対
策
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
医
療
安
全
講
習
会
で
は
私

が
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
久
留
米
大
学
臨
床
感
染
医

学
の
渡
邊
浩
教
授
に
「
胸
部
外

科
医
の
た
め
の
感
染
予
防
・
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
対
策
」
に
つ
い

て
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

12
名
（
北
米
7
名
、
欧
州
5

名
）
の
海
外
か
ら
の
招
請
講
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
心
臓
血

管
外
科
8
名
、
呼
吸
器
外
科
2

名
、
食
道
外
科
2
名
で
す
。
教

育
ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
こ

れ
ら
海
外
招
請
者
の
手
術
映
像

を
供
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

特
に
、
英
国D

undee

大
学
の

Cuschieri

教
授
は
、
我
が
国

で
急
速
に
普
及
し
て
い
る
鏡
視

下
食
道
切
除
術
、
腹
臥
位
鏡
視

下
食
道
切
除
術
を
世
界
最
初
に

行
っ
た
先
生
で
あ
り
、
そ
の
講

演
は
若
い
食
道
外
科
医
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

本
学
術
集
会
の
目
玉
は
7
つ

の
特
別
企
画
で
す
。「
胸
部
外

科
に
関
連
す
る
専
門
医
制
度
の

現
状
と
将
来
」
で
は
、
日
本
心

臓
血
管
外
科
学
会
、
日
本
呼
吸

器
外
科
学
会
、
日
本
食
道
学
会

の
専
門
医
制
度
委
員
会
委
員
長

の
ほ
か
、
日
本
専
門
医
制
評

価
・
認
定
機
構
理
事
長
で
あ
る

池
田
康
夫
先
生
に
も
討
論
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
鏡

視
下
手
術
、
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ

ョ
ン
手
術
中
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

と
そ
の
対
策
」
で
は
、
3
分
野

で
広
く
行
わ
れ
て
い
る
鏡
視
下

手
術
、
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン

手
術
に
お
け
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト

へ
の
対
策
に
つ
い
て
分
野
を
超

え
た
議
論
を
期
待
し
て
い
ま

す
。「
胸
部
外
科
に
お
け
る
最

新
の
周
術
期
管
理
」
で
は
、
3

分
野
に
お
け
る
最
先
端
の
周
術

期
管
理
方
法
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
他
領
域
の
会
員
に
新
し
い

周
術
期
管
理
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
戦
後
の
日
本
に
お
け

る
胸
部
外
科
の
歴
史
」
で
は
、

戦
後
か
ら
昭
和
末
ま
で
の
胸
部

外
科
を
実
体
験
さ
れ
た
3
分
野

の
長
老
の
先
生
に
我
が
国
の
胸

部
外
科
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
、
将
来
へ
の
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
近

接
す
る
胸
部
三
臓
器（
大
動
脈
、

気
管
気
管
支
、
食
道
）
の
間
に

瘻
孔
を
形
成
す
る
こ
と
は
稀
で

な
く
、
そ
の
治
療
は
3
分
野
の

医
師
の
協
力
が
な
け
れ
ば
な
し

得
な
い
。
特
別
企
画
「
大
動
脈

食
道
瘻
、
大
動
脈
気
道
瘻
、
食

道
気
道
瘻
」
で
は
、
3
分
野
の

技
術
を
集
学
し
て
如
何
に
し
て

こ
の
疾
患
を
治
療
す
る
か
議
論

し
て
も
ら
い
ま
す
。「
医
師
の

処
遇
改
善
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

で
は
、
胸
部
外
科
医
の
処
遇
を

改
善
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き

か
、
外
保
連
の
岩
中
督
会
長
補

佐
、
佐
賀
大
学
附
属
病
院
の
宮

崎
耕
治
病
院
長
を
交
え
て
議
論

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
、
心
血
管
分
野
で
は

4
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
4
つ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
呼
吸
器

分
野
で
は
2
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
と
1
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
食
道
分
野
で
は
各
1
つ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
組
み
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
か
ら
推

薦
さ
れ
た
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
に

選
ん
だ
つ
も
り
で
す
。

演
題
採
用
数

全
演
題
の
応
募
数
は
１
５
４

４
題
、採
択
率
は
57
%
で
し
た
。

一
般
演
題
、Case Report

、

ク
リ
ニ
カ
ル
ビ
デ
オ
の
応
募
演

題
数
は
１
２
０
４
題
（
心
血
管

811
題
、
呼
吸
器

322
題
、
食
道
59

題
、
胸
部
外
科
一
般
12
題
）、

そ
の
う
ち

772
題（
心
血
管
63
%
、

呼
吸
器
65
%
、
食
道
86
%
、
胸

部
外
科
一
般
50
%
）
を
採
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
般

演
題
（
口
演
、
ポ
ス
タ
ー
）
の

採
択
率
は
77
%
、Case Report

は
23
%
、
ク
リ
ニ
カ
ル
ビ
デ
オ

は
63
%
で
し
た
。
プ
レ
ナ
リ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
応
募
さ
れ

た
873
題
の
一
般
演
題
の
中
か
ら

査
読
で
最
高
得
点
を
得
た
4
題

（
心
血
管
2
題
、
呼
吸
器
1
題
、

食
道
1
題
）
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
賞
状
と
共
に
豪
華

な
副
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

Case Report Aw
ard

で
は
、

応
募
さ
れ
た

197
題
の
症
例
報
告

の
中
か
ら
査
読
で
得
点
の
高
か

っ
た
10
題
（
成
人
心
臓
３
題
、

大
血
管
2
題
、
先
天
性
心
疾
患

1
題
、
呼
吸
器
3
題
、
食
道
1

題
）
を
選
考
し
ま
し
た
。
や
は

り
豪
華
な
副
賞
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
特
別
企
画
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は

340
題
の
応
募
が
あ
り
、
採
択
率

は
32
%
で
し
た
。
残
念
な
が
ら

上
級
演
題
に
不
採
択
で
も
、
内

容
の
優
秀
な
演
題
は
口
演
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
の
機
会
を
用
意
し

ま
し
た
。

発
表
演
題
数
も
多
く
、
特
別

企
画
も
欲
張
り
ま
し
た
の
で
、

口
演
発
表
は
7
会
場
、
ポ
ス
タ

ー
発
表
は
2
会
場
と
な
り
ま
し

た
。
会
場
数
が
多
く
な
り
、
会

員
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

第
65
回
日
本
胸
部
外
科
学
会
定
期
学
術
集
会
を
平
成
24
年
10
月
17

日
（
水
）
～
20
日
（
土
）、
福
岡
市
の
福
岡
国
際
会
議
場
な
ら
び
に
福

岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
&
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
日
本
胸

部
外
科
学
会
は
戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
８
年
に
設
立
さ
れ
（
私
と
同

い
年
）、
心
臓
血
管
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
食
道
外
科
の
進
歩
と
と
も

に
発
展
し
、
そ
の
歴
史
と
会
員
数
で
は
、
外
科
系
で
日
本
外
科
学
会
、

日
本
消
化
器
外
科
学
会
と
並
ぶ
学
会
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
名

誉
あ
る
学
会
を
食
道
外
科
医
が
主
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
内
田

雄
三
教
授
以
来
12
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
食
道
外
科
分
野
の
会
員
の

お
力
添
え
の
み
な
ら
ず
、
他
分
野
の
会
員
の
皆
様
の
ご
配
慮
の
賜
と

深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

定
期
学
術
集
会
の
ご
案
内
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ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
13
回
国
際
食
道
疾

患
会
議ISD

E

世
界
大
会
が
同

年
10
月
15
日（
月
）～
18
日（
木
）、

ベ
ニ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
第

65
回
定
期
学
術
集
会
で
は
、
後

半
に
も
食
道
関
連
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
沢
山
用
意
し
て
い
ま
す
。

ISD
E

に
出
席
さ
れ
る
先
生
も
、

是
非
と
も
早
め
に
帰
国
さ
れ
、

福
岡
の
学
会
に
参
加
さ
れ
る
こ

と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

本
学
術
集
会
の
準
備
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
日
本
胸
部
外
科

学
会
会
員
と
く
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

委
員
、
査
読
委
員
の
先
生
に
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
第
65
回
定
期

学
術
集
会
へ
の
ご
参
加
を
心
よ

り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

一
、
評
議
員
選
挙
結
果
に
つ
い

て
（
天
野
理
事
）

3
月
22
日
に
選
挙
管
理
委
員

会
に
よ
る
開
票
結
果
が
報
告
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

二
、
推
薦
評
議
員
選
任
に
つ
い

て
（
坂
田
理
事
長
）

選
挙
評
議
員
の
欠
員
1
名
を

含
む
11
名
（
分
野
別
人
数:

心

7
名
・
肺
3
名
・
食
1
名
）
を

推
薦
評
議
員
候
補
者
と
し
て
選

出
し
、
本
理
事
会
で
も
承
認
さ

れ
た
。

三
、
学
術
集
会
運
営
会
社
の
最

終
選
定
に
つ
い
て（
金
子
理
事
）

2
社
が
学
術
集
会
予
算
書

（
仙
台
・
福
岡
・
東
京
）
に
基

づ
き
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
結
果
、
現
在
、
2
年
契

約
で
学
術
集
会
運
営
を
依
頼
し

て
い
る
会
社
が
再
選
定
さ
れ

た
。
契
約
は
3
年
契
約
と
し
、

毎
年
評
価
を
行
い
問
題
が
な
け

れ
ば
継
続
す
る
こ
と
を
契
約
書

に
明
記
す
る
。

四
、
委
員
会
報
告
及
び
審
議
事
項

（
1
）
会
誌
編
集
委
員
会
（
大

北
理
事
）

①
受
付
・
掲
載
論
文
数
（
受

付
論
文
数
は
42
編
の
新
規
投

稿
、Review

 Article

の
増
加
、

Case Report

のReject

率
は

42.3
%
）
②
5
月
号
掲
載
予
定
論

文 

③
IF
取
得
の
た
め
の
算
出

方
法
な
ど
に
関
す
る
編
集
委
員

会
か
ら
の
文
書
を
全
会
員
へ
配

布
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

審
議
事
項
と
し
て
、CO

I

（
利

益
相
反
）
に
関
す
る
英
訳
の
件

が
提
案
さ
れ
、CO

I

委
員
会
で

担
当
す
る
。

（
2
）
学
術
委
員
会
（
桑
野

理
事
）

①
２
０
１
０
年
学
術
調
査
結

果
の
ま
と
め
をG

TCS

誌
掲
載

の
た
め
心
臓
は
天
野
委
員
、
肺

は
横
見
瀬
委
員
、
食
道
は
桑
野

委
員
長
に
依
頼 

②
２
０
１
１

年
調
査
票
改
訂
で
死
亡
数
を
、

3
分
野
と
も
こ
れ
ま
で
の｢

30

日
死
亡｣

を｢

院
内｣

と｢

院

外｣

と
に
分
け
た
。
総
死
亡
数

は
30
日
院
外
死
亡 

＋ 

在
院
死

亡
と
な
る
③
学
術
調
査
結
果
の

公
開
に
つ
い
て
、
特
定
の
手
術

に
つ
い
て
施
設
名
を
公
開
し
な

い
で
手
術
数
と
死
亡
数
に
つ
い

て
公
開
を
行
っ
た
が
、
今
回
も

継
続
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
公

開
に
関
す
る
意
見
と
今
後
施
設

名
を
公
開
し
て
も
よ
い
か
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
審
議
事
項
と
し

て
、
手
術
の
質
の
判
断
に
つ
い

て
本
委
員
会
で
行
う
か
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
医
制
度
（
医
療
安

全
等
の
問
題
も
あ
り
）
に
提
言

す
べ
き
か
理
事
長
か
ら
諮
問
が

あ
り
、
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、

デ
ー
タ
検
証
の
た
め
各
専
門
医

制
度
委
員
会
（
心
臓
血
管
外
科

専
門
医
認
定
機
構
・
呼
吸
器
外

科
専
門
医
合
同
委
員
会
・
食
道

学
会
）
か
ら
要
望
書
を
提
出
い

た
だ
き
、
評
議
員
会
で
承
認
を

得
る
手
続
き
で
行
う
。

（
3
）
学
術
集
会
委
員
会
（
近

藤
理
事
）

招
請
講
演
、
教
育
講
演
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
、
ど
の
学
会
に
お

い
て
も
企
画
物
が
重
要
な
位
置

付
に
な
り
、
教
育
の
場
と
し
て

の
意
義
が
強
く
な
り
す
ぎ
て
い

る
点
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、

研
究
発
表
と
議
論
の
場
と
し
て

の
意
義
を
高
め
る
よ
う
な
ス
タ

イ
ル
を
考
え
て
い
る
。

①
第
65
回
学
術
集
会
準
備
状

況
（
藤
田
会
長
）

①
会
場
使
用
計
画 

②
指
定

演
題
プ
ロ
グ
ラ
ム 

③
収
支
予

算
書 

④
IT
関
係
の
導
入
状
況

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
審
議

事
項
と
し
て
、
日
本
製
薬
団
体

連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
日
本

た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
へ
の
寄

付
依
頼
に
つ
い
て
検
討
し
た
結

果
、
依
頼
を
行
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
医
療
機
器
展
示
に
つ

い
て
は
、
会
長
一
任
と
す
る
。

（
4
）
財
務
委
員
会
（
篠
田

理
事
）

第
64
回
定
期
学
術
集
会
収
支

計
算
書
（
案
）
が
提
出
さ
れ
、

学
会
か
ら
の
会
長
補
助
金
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

（
5
）
専
門
医
制
度
委
員
会

①
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認

定
機
構
（
角
理
事
）

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
専
門
委
員
の

追
加
、機
構
代
表
幹
事
の
交
代
、

外
科
専
門
医
と
の
連
携
、
修
練

医
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、

ASCVTS 2013

総
会
及
び
セ
ミ

ナ
ー
の
件
が
報
告
さ
れ
た
。
外

科
専
門
医
と
の
連
携
で
は
、
日

本
外
科
学
会
か
ら
サ
ブ
ス
ペ
シ

ャ
ル
テ
ィ
専
門
医
取
得
済
み
で

あ
れ
ば
サ
ブ
ス
ぺ
シ
ャ
ル
テ
ィ

専
門
医
の
認
定
期
間
ま
で
外
科

専
門
医
認
定
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
可
能
と
の
通
達
が
あ

り
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
。
修
練

医
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
修
練
責

任
者
の
修
練
医
へ
の
対
応
で
満

足
し
て
い
る
修
練
医
が
70
%
に

達
し
、
今
後
登
録
制
度
を
確
立

す
べ
く
機
構
規
則
に
盛
り
込
む

予
定
で
あ
る
。

②
呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同

委
員
会
（
千
原
理
事
）

２
０
１
２
年
呼
吸
器
外
科
専

門
医
試
験
結
果
、
認
定
修
練
施

設
、
本
会
と
の
合
同
学
術
調
査

未
回
答
施
設
の
資
格
、
日
本
専

門
医
制
評
価
・
認
定
機
構
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
な
お
、
学

術
調
査
へ
の
回
答
を
専
門
医
認

定
修
練
施
設
手
術
実
績
報
告
の

代
替
と
し
て
い
る
。

③
食
道
外
科
専
門
医
制
度

（
藤
田
会
長
）

現
在
、
暫
定
食
道
外
科
専
門

医
（
77
名
）
と
食
道
外
科
専
門

医
（
89
名
）
が
認
定
さ
れ
て
い

て
全
体
で
も

200
名
前
後
に
な

る
、
施
設
認
定
が
今
年
か
ら
開

始
さ
れ
る
、
手
術
記
録
の
術
者

記
載
の
件
、
食
道
学
会
の
専
門

医
は
広
告
で
き
る
専
門
医
で
は

な
く
、
3
階
建
て
の
専
門
医
制

度
で
あ
る
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

（
6
）
研
究
・
教
育
委
員
会

（
小
林
理
事
）

 

本
会
か
ら
の
呼
吸
器
外
科

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
拠
出
金

200
万
円
が
承
認
さ
れ
た
。

（
7
）
診
療
問
題
委
員
会
（
小

山
理
事
）

平
成
24
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
考
慮
さ
れ
た
技
術
新
設
、
技

術
改
正
、
複
数
手
術
に
係
る
費

用
の
特
例
追
加
、
平
成
26
年
度

改
訂
に
向
け
て
分
野
ご
と
の
見

直
し
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ

ン
テ
グ
ラ
早
期
導
入
に
関
す
る

検
討
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
報
告
さ
れ
た
。

（
8
）
広
報
（Hom

epage-
Internet

）
委
員
会（
千
原
理
事
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、N

ew
sletter

の
紙
面
構

成
の
再
検
討
、
委
員
の
任
務
分

担
を
予
定
し
て
お
り
、
委
員
会

を
4
月
に
開
催
す
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
審
議
事
項
と

し
て
、
第
65
回
学
術
集
会
か
ら

演
題
募
集
一
斉
送
信
メ
ー
ル
の

依
頼
が
あ
り
、
検
討
の
結
果
、

実
施
す
る
。
ま
た
、
第
64
回
学

術
集
会
の
会
長
講
演
の
ス
ト
リ

ー
ミ
ン
グ
配
信
の
依
頼
が
あ

り
、
費
用
を
会
長
負
担
と
し
1

年
間
配
信
す
る
。
次
年
度
以
降
は

ア
ク
セ
ス
数
を
み
て
判
断
す
る
。

五
、
対
外
委
員
会
報
告
事
項

（
1
）N

CD

社
員
総
会
報
告

（
小
川
副
理
事
長
）

２
０
１
１
年
度
事
業
報
告
、

２
０
１
２
年
度
事
業
計
画
、
役

員
選
任
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

（
2
）
外
科
関
連
学
会
協
議

会
へ
の
回
答
（
坂
田
理
事
長
）

「
症
例
報
告
を
含
む
医
学
論

文
及
び
学
会
研
究
会
に
お
け
る

患
者
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関

す
る
指
針
」
改
訂
の
件
に
つ
き

持
ち
回
り
理
事
会
に
て
、
変
更

す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
と
回
答

し
た
。
後
日
、
協
議
会
か
ら
変

更
は
行
わ
な
い
と
の
回
答
が
あ

っ
た
。

（
3
）
日
本
外
科
学
会
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
検
討
委
員
会
か
ら
の

意
見
募
集
（
坂
田
理
事
長
）

「
臨
床
医
学
の
教
育
及
び
研

究
に
お
け
る
死
体
解
剖
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
意
見
募
集
に
つ

い
て
、案
に
賛
成
と
回
答
し
た
。

（
4
）
コ
ア
グ
チ
ェ
ッ
ク
を

用
い
た
抗
凝
固
療
法
の
要
望
書

提
出
（
坂
田
理
事
長
）

3
学
会
連
名
で
厚
生
労
働
大

臣
宛
て
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

（
5
）
看
護
師
特
定
能
力
認

証
制
度
に
関
す
る
要
望
書
の
提

出
（
坂
田
理
事
長
）

外
科
関
連
学
会
加
盟
学
会
の

連
名
で
厚
生
労
働
大
臣
宛
て
上

記
要
望
書
を
提
出
し
た
。

（
6
）
日
本
医
学
会
役
員
選

挙
結
果
（
坂
田
理
事
長
）

第
79
回
日
本
医
学
会
定
例
評

議
員
会
（
3
月
22
日
開
催
）
に

お
い
て
行
わ
れ
た
役
員
選
挙

（
次
期
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
）

が
報
告
さ
れ
た
。

（
7
）
外
科
系
学
会
社
会
保

険
委
員
会
連
合
の
決
算
書
及
び

分
担
金
支
出
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
収
支
計
算
書
及

び
平
成
24
年
度
予
算
書
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
度
分

担
金200,000

円
は
拠
出
す
る
。

（
8
）
社
団
法
人
日
本
専
門

医
制
評
価
・
認
定
機
構
次
期
役

員
選
考
に
つ
い
て

社
団
法
人
日
本
専
門
医
制
評

価
・
認
定
機
構
か
ら
次
期
役
員

選
考
に
あ
た
っ
て
、
本
会
か
ら

は
坂
田
理
事
長
を
推
薦
す
る
。

（
9
）
補
助
人
工
心
臓
治
療

関
連
学
会
協
議
会
（
澤
監
事
）

D
ura H

eart

ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ

ン
断
線
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

D
ura H

eart

有
害
事
象
検
討
委

員
会
を
中
心
に
検
討
す
る
。

上記の通常総会にご出席の方は、通常総
会案内状（別便往復はがきで会員へ発送
いたしました）を受けた会員に限ります。
学術集会にご出席の方でも、上記通常総
会にご欠席又は出欠が未定の場合は、必
ず捺印の上、委任状をお出し下さい。
なお、議長以外の会員の方を代理人とす
る場合は、代理人の氏名をご記入下さい。
代理人氏名記入のない委任状は、議長を
代理人としたものとして取り扱います。

会員の皆様には、益々ご健勝の御事と存
じます。
昨年の評議員会速記録及び総会速記録
は、既に本会ホームページ（会員専用）に
掲載されております。
なお、議決を伴う事業報告及び収支決算
報告及び監事の選任については、既に評
議員会及び総会において満場一致にて議
決されております。
以上、ご報告申し上げます。

特定非営利活動法人日本胸部外科学会
理事長　坂田 隆造
会　長　藤田 博正

【付議事項】 

1．事業報告承認の件
2．決算報告承認の件
3．役員選任の件
4．その他

福岡国際会議場 メインホール（第1会場）
〒812-0032 福岡市博多区石城町2-1   TEL：092-262-41112012年10月18日（木）13：00 ～13：50日時 会場

特定非営利活動法人日本胸部外科学会通常総会を
定款第26条により開催致したくご通知申し上げます。通常総会のご案内会員各位

第
3
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
２
年
3
月
30
日
（
金
） 

13
：
00
〜
16
：
30

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
3
回
理
事
会



www.jpats.org/3

先行してホームページで告知しておりますとおり、昨年導入された会員証を用いて本年も学
術集会参加証の発行をいたします。必ず会場にお持ちください。現在お持ちでない、2011年9月中旬～2012年9

月10日（月）の間に新入会・復会・会員証再発行申込された方には、10月初旬より順次お手元にお届けいたします。

会場の参加受付機に会員証をかざすと、氏名（漢字・ローマ字）、所属などが参加証に印字・発行されます。印字
内容は10月11日（木）時点でお届け出の情報に基づきます。変更はお早めにお済ませください。なお、会員証・参
加証ともに外字（PC環境で上手く表示されない文字）は置き換えて印字されます。何卒ご了承ください。

会員証を忘れた方、紛失された方は総合案内（福岡国際会議場1階）にて仮会員証を発行いたしますが、確認のた

めお時間がかかりますことを予めご了承願います。なお、会場では再発行の申請は受付いたしません。下記をご確

認の上、別途申請願います。

会員証と学術集会参加登録について

各種申請

新入会・復会

紛失
破損
汚損

改姓・改名

退会

①手続 ②手数料納入

不要

不要

※振込人名を必ず入力

③会員証発行

9月10日（月）
までの受付分
は10月初 旬
順次発送。

11日（火）以
降の受付分
は2013年 秋
に発送。

再発行の理由を記載し、
会員管理システム専用窓口
（jats-manager@umin.net）まで申請。
破損・汚損した会員証は自身で処分。

新旧の姓名を併記した書面と既存の
会員証を同封し、事務局へ郵送。

退会の旨、会員管理システム専用窓口（jats-manager@umin.net）に申請、
または会員専用ページより申請。会員証は自身で処分。

口座：みずほ銀行 飯田橋支店
 普通預金2288186
名義：特定非営利活動法人 日本胸部外科学会
　　　 トクヒ）ニホンキョウブゲカガッカイ

①に続き、再発行料￥3,000（税込）を納入。

向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジInter

、

③N
ew

sletter

の
3
つ
に
分

け
、
方
針
を
検
討
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
①
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジJapan

担
当
は
6
名
と
し
、

学
会
情
報
・
会
員
サ
ー
ビ
ス
・

学
術
集
会
・
専
門
医
制
度
・
リ

ク
ル
ー
ト
・
一
般
市
民
向
け
疾

患
ガ
イ
ド
・
ビ
デ
オ
・
施
設
情

報
な
ど
と
し
コ
ン
テ
ン
ツ
の
改

定
を
行
う
。
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Inter

担
当
は
5
名
と
し
、

O
nline Journal

・
海
外
と
の

交
流
な
ど
と
し
、G

TCS

会
誌

編
集
委
員
会
及
び
国
際
委
員
会

と
連
携
す
る
。
③N

ew
sletter

担
当
は
5
名
と
し
、
各
委
員
が

企
画
編
集
し
編
集
後
記
を
執
筆

す
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
手
術
の
動

画
配
信
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な

ど
）
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

審
議
事
項
と
し
て
、New

sletter 

の
発
行
増
加
に
伴
う
予
算

450
万

円
が
提
案
さ
れ
、承
認
さ
れ
た
。

G
TCS

の
IF
取
得
の
た
め
論
文

ペ
ー
ジ
を
増
や
し
日
本
語
ペ
ー

ジ
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
り
、

会
告
は
一
部
残
す
が
、
理
事
会

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
はN

ew
sletter

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す

る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
年
3

回
発
行
し
て
い
るN

ew
sletter

を
今
後
は
理
事
会
開
催
ご
と
に

年
間
5
回
発
行
す
る
。
体
裁
と

し
て
は
最
初
の
ペ
ー
ジ
に

Contents

を
つ
け
、
最
後
の

ペ
ー
ジ
に
若
手
医
師
に
関
す
る

記
事
、
中
ペ
ー
ジ
に
は
理
事
会

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
を
掲
載
し
、
若

手
医
師
の
記
事
と
即
時
性
の
あ

る
記
事
を
組
み
合
わ
せ
効
率
的

に
作
成
す
る
。

（
7
）
処
遇
改
善
委
員
会
（
川

筋
理
事
）

今
秋
の
第
65
回
定
期
学
術
集

会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い

て
「
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
事

例
（
課
題
）」
を
行
う
予
定
で

あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
8
）CO

I

委
員
会
（
加
藤

木
理
事
）

CO
I

の
英
訳
版
が
提
出
さ

れ
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
す
る
。

（
9
）日
本
専
門
医
制
評
価
・

認
定
機
構
（
坂
田
理
事
長
）

日
本
専
門
医
制
評
価
・
認
定

機
構
へ
の
本
年
度
の
分
担
金

（
会
費
20
万
円
・
呼
吸
器
外
科

専
門
医
負
担
金58,400

円
）
を

支
払
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
10
）
日
本
外
科
学
会
保
険

診
療
委
員
会
委
員
の
件
（
坂
田

理
事
長
）

前
年
度
に
引
き
続
き
委
員
を

依
頼
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
た
。

二
、
第
65
回
定
期
学
術
集
会
に

つ
い
て
（
藤
田
会
長
）

①
5
月
15
日
演
題
締
切
日
で

あ
る
が
、1,000

題
を
超
え
て

い
な
け
れ
ば
一
週
間
位
延
長 

②
参
加
費
は15,000

円
で
当
日

受
付
の
み
と
し
1
億
5
千
万
円

の
予
算
を
計
上 
③
日
本
医
師

会
会
長
講
演 

④
理
事
長
講
演

と
し
て
２
０
１
２
年
度
活
動
報

告
（
IF
取
得
に
関
す
る
件
、
5

年
ご
と
の
症
例
数
と
手
術
成
績

の
関
係
、
修
練
医
ア
ン
ケ
ー
ト

の
件
、
胸
部
外
科
関
連
に
関
す

る
診
療
報
酬
改
訂
な
ど
）
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

三
、
対
外
委
員
会
報
告
事
項

（
1
）
厚
生
労
働
省
・
委
託

事
業
検
討
依
頼
「
新
医
療
機
器

使
用
等
基
準
策
定
事
業
」（
坂

田
理
事
長
）

コ
ン
テ
グ
ラ
の
早
期
導
入
に
関

し
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。

（
2
）
外
科
関
連
専
門
医
制

度
委
員
会
（
坂
田
理
事
長
）

N
CD

の
進
捗
状
況
、
日
本
外

科
学
会
認
定
登
録
医
の
取
り
扱

い
、
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認

定
機
構
か
ら
日
本
外
科
学
会
へ

の
要
望
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

（
3
）
日
本
外
科
学
会
「
臨

床
医
学
の
教
育
及
び
研
究
に
お

け
る
死
体
解
剖
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
件

上
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
日
本

外
科
学
会
社
員
総
会
に
お
い

て
、
正
式
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

（
4
）NCD

か
ら
の
報
告
（
坂

田
理
事
長
）

２
０
１
２
年
4
月
5
日
を
も

っ
て
、
２
０
１
１
年
の
症
例
入

力
が
終
了
し
た
の
で
、
各
領
域

の
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
予
定
に
つ
き
、
各
学
会
の
代

表
委
員
に
レ
ポ
ー
ト
に
含
め
る

べ
き
項
目
を
依
頼
中
で
あ
る
。

（
5
）
植
込
み
型
補
助
人
工

心
臓
治
療
関
連
学
会
協
議
会
中

間
報
告
（
澤
監
事
）

平
成
24
年
度
の
植
込
型VAD

保
険
償
還
改
訂
が
行
わ
れ
、
91

日
目
以
後
の
大
幅
な
保
険
償
還

改
訂
、
植
込
型
補
助
人
工
心
臓

適
用
条
件
の
緩
和
、D

ura 
H

eart
ド
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ン
断
線

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
策
と
し

て
、D

ura H
eart

有
害
事
象
検

討
委
員
会
及
び
特
例
使
用
適
応

検
討
委
員
会
の
2
委
員
会
を
設

置
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
6
）
日
本
医
師
会
関
係

平
成
24
年
度
「
日
本
医
師
会

医
学
賞
」
及
び
「
日
本
医
師
会

医
学
研
究
奨
励
賞
」
候
補
の
推

薦
依
頼
に
つ
い
て
評
議
員
に
案

内
す
る
。
ま
た
、
日
本
医
師
会

疑
義
解
釈
委
員
会
に
診
療
問
題

委
員
会
委
員
長
を
推
薦
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
7
）
外
科
系
学
会
社
会
保

険
委
員
会
連
合
（
外
保
連
）
に

つ
い
て

平
成
26
年
度
社
会
保
険
診
療

報
酬
改
訂
に
向
け
て
画
像
診
断

試
案
作
成
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
、
本
会
か
ら
委
員
を
推
薦

し
た
こ
と
、
平
成
24
年
度
診
療

報
酬
改
訂
に
関
す
る
意
見
を
評

議
員
に
求
め
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
か

ら
学
会
分
担
金
の
値
上
げ
の
件

は
、
承
認
さ
れ
た
。　　

 

一
、
委
員
会
報
告
及
び
審
議
事
項

（
1
）
正
会
員
選
出
委
員
会

（
加
藤
木
理
事
）

定
款
施
行
細
則
第
18
条
に
よ

り
、
正
会
員
申
請
受
付
を
5
月

1
日
ま
で
行
い
、
胸
部
外
科
関

係
専
門
医
取
得
者
73
名
（
心
臓

45
名
、
呼
吸
器
24
名
、
食
道
・

そ
の
他
4
名
）
の
申
請
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

（
2
）
会
誌
編
集
委
員
会
（
大

北
理
事
）

①
編
集
委
員
に
2
名
追
加 

②
論
文
投
稿
状
況 

③O
nline 

First

に
よ
る
論
文
掲
載
の
開
始 

④O
nline First

導
入
に
伴
い

表
紙
に
カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載　

 

⑤review
 article

は
特
に
心
臓

分
野
の
依
頼
を
増
や
す 

⑥
委

員
会
活
性
化
の
た
め
定
期
的
に

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
（
理
事

会
前
の
時
間
帯
）
が
報
告
さ
れ

た
。
審
議
事
項
は
学
術
集
会
に

関
連
し
て 

①PG
C

講
師
へ
の

論
文
の
依
頼 

②
医
療
安
全
講

習
会
は
論
文
形
式
は
難
し
い
が

承
諾
を
得
ら
れ
れ
ば
依
頼 

③

教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
英
語
の
論
文

の
書
き
方
・
文
献
管
理
ソ
フ
ト

の
使
い
方
」
を
開
催
す
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

（
3
）
学
術
委
員
会
（
桑
野

理
事
）

①
２
０
１
１
年
学
術
調
査
票

の
発
送
を
完
了 

②
２
０
１
０

年
の
最
終
報
告
書
を
作
成
中 

③
学
術
調
査
結
果
（
デ
ー
タ
）

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
各
専

門
医
制
度
で
利
用
す
る
に
当
た

り
、
こ
の
秋
の
評
議
員
会
で
了

承
を
得
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

（
4
）
財
務
委
員
会
（
篠
田

理
事
）

学
術
集
会
に
お
け
る
学
会
か

ら
の
拠
出
金
の
考
え
方
に
つ
い

て
、
税
理
士
の
見
解
が
報
告
さ

れ
、
引
き
続
き
の
検
討
事
項
と

す
る
。

（
5
）
倫
理
・
安
全
管
理
委

員
会（
横
見
瀬
理
事
代
角
理
事
）

①
会
員
2
名
の
倫
理
に
関
す

る
件
は
、
概
要
が
説
明
さ
れ
、

第
1
段
階
と
し
て
委
員
会
で
検

討
し
、
第
2
段
階
と
し
て
次
回

第
5
回
理
事
会
に
て
最
終
決
定

す
る
。

②
公
共
機
関
か
ら
外
科
手
術

に
関
す
る
見
解
依
頼（
再
依
頼
）

が
あ
っ
た
。
本
件
は
4
年
前
に

最
初
の
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
際

は
本
会
か
ら
3
名
の
鑑
定
医
を

推
薦
し
、
公
共
機
関
の
担
当
者

が
見
解
調
書
を
作
成
し
終
了
し

て
い
る
。
今
回
は
学
会
と
し
て

の
統
一
見
解
を
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
た
も
の
が
必
要
の
こ
と

で
、
前
回
の
鑑
定
医
1
名
お
よ
び

新
規
鑑
定
医
2
名
を
推
薦
す
る
。

（
6
）
広
報
（H

om
epage

・

Internet

）委
員
会（
千
原
理
事
）

委
員
会
を 

①
国
内
向
け
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジJapan

、
②
海
外

２
０
１
２
年
５
月
８
日
（
火
）
13
：
00
〜
15
：
20

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
４
回
理
事
会

第
４
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

＊＊　追 悼　＊＊

川田　光三
大林　協治
神田　　博
大井川　健
佐藤　裕士
中島　芳道
川口　　仁
田中　正躬
中山　隆市
福慶　逸郎
榊原　欣作
山腰　茂昭
篠崎　卓雄
岡田信一郎
赤坂　忠義
羽田　圓城
遠藤　光夫
杉　　和郎
石井　　昇
石山　和夫
清水　慶彦
松石　理秀
堀内　藤吾
阿部　良行
飯田　竹美
海津　紀生

2009/11/15

2010/4/16

2011/1/1

2011/3/13

2011/4/14

2011/4/23

2011/5/1

2011/6/10

2011/6/17

2011/6/23

2011/8/22

2011/11/5

2011/12/13

2011/12/28

2011/12/29

2012/1/4

2012/1/16

2012/2/10

2012/2/11

2012/4/10

2012/4/30

2012/5/6

2012/8/1

（不祥）

（不祥）

（不祥）

2011年05月16日から2012年8月
17日まで届け出をいただいた
逝去者一覧
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こ
と
、
②
学
会
発
表
が
豊
富
：

日
本
胸
部
外
科
学
会
、
日
本
心

臓
血
管
外
科
学
会
、
日
本
小
児

循
環
器
学
会
の
3
つ
の
全
国
学

会
発
表
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
③
当
院
？
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
福
岡
の
女
の
子
が
皆
素

敵
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

個
人
的
な
こ
と
と
し
て
①
昨

年
は

150
例
程
度
の
手
術
参
加
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
②

今
年
の
日
本
心
臓
血
管
外
科
学

会
総
会
、
日
本
小
児
循
環
器
学

会
に
て
一
般
口
演
で
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
③
少
な
い
空
き
時
間
を
利

用
し
て
婚
活
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
の
が
現
状
で

す
。当

院
の
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
と

し
て
は
、
修
練
指
導
責
任
者
は

角
秀
秋
先
生
で
、
以
下
中
野
俊

秀
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
心
臓

血
管
外
科
専
門
医
が
4
名
、
外

科
専
門
医
が
1
名
、
外
科
専
門

医
修
練
中
医
師
2
名
の
合
計
8

名
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

修
練
に
つ
い
て
で
す
が
、
当

院
で
の
修
練
目
標
と
し
て
は
1

年
目
術
者
５
～
10
例
、
2
年
目

以
降
は
術
者
10
～
15
例
を
基
本

と
し
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
を

取
得
す
る
の
に
5
～
6
年
程
度

で
達
成
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
々
の
業
務
は
手
術
へ
の
参

加
と
、
そ
れ
以
外
で
は
病
棟
当

番
と
手
術
外
回
り
を
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
は
別
に
毎
週
の
病

棟
総
回
診
担
当
と
、
毎
週
2
回

の
手
術
症
例
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

担
当
を
し
て
い
ま
す
。
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
は
複
雑
心
奇
形
の

検
査
の
見
方
、
手
術
適
応
な
ど

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

当
院
の
研
修
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
手
術
参
加
症
例
の
多
さ
と

複
雑
心
奇
形
の
術
後
管
理
を
徹

底
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

改
善
要
望
点
と
し
て
は
、
症

例
に
複
雑
心
奇
形
が
多
く
直
接

手
術
手
技
に
多
く
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、w

et 
labo

の
開
催
回
数
の
増
加
と
直

接
指
導
が
あ
れ
ば
良
い
と
考
え

ま
す
。

当
院
で
2
年
目
の
研
修
と
な

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
見
様
見
真

似
で
仕
事
を
覚
え
る
と
い
う
こ

と
を
目
標
と
し
た
昨
年
と
は
違

い
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
物
事
を

考
え
て
よ
り
良
い
判
断
が
で
き

る
よ
う
に
、
ま
た
技
術
的
に
も

さ
ら
な
る
上
達
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

角
先
生
、
中
野
先
生
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
直
接
指
導
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
感
謝
し

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
前
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
福
岡
市
立
こ
ど
も
病

院
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー
心
臓
血

管
外
科
に
勤
務
す
る
卒
後
4
年

目
で
す
。

現
在
日
々
多
く
の
先
天
性
心

疾
患
を
診
療
し
て
い
ま
す
が
、

小
児
心
臓
外
科
を
学
ぶ
動
機
と

な
っ
た
の
は
血
行
動
態
の
異
常

と
い
う
も
の
へ
の
興
味
と
再
建

に
よ
る
患
児
のQ

O
L

の
上
昇
が

期
待
で
き
、
そ
の
診
療
に
携
わ

り
た
い
と
考
え
た
こ
と
で
し

た
。大

学
卒
業
後
は
名
古
屋
市
立

大
学
病
院
に
て
卒
後
臨
床
研
修

を
終
了
し
、
卒
後
3
年
目
よ
り

福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
・
感
染

症
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
院
の
特
徴
と
し
て
は
①
手

術
件
数
が
多
い
：
年
間

400
以
上

の
手
術
例
が
あ
り
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
複
雑
心
奇
形
、
ポ
ン
プ
症

例
だ
け
で
も

300
例
以
上
で
あ
る

私
は
現
在
、
卒
業
後
5
年
目

で
今
年
の
4
月
よ
り
外
科
医
の

subspeciality

と
し
て
呼
吸
器

外
科
へ
の
道
を
選
択
し
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
動
機
や
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
、
語
ら
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

初
期
研
修
が
終
了
し
た
後
、

一
般
外
科
で
2
年
間
、
外
科
医

と
し
て
の
修
練
を
積
み
ま
し

た
。
そ
の
中
で
（
主
に
肺
癌
の

手
術
が
中
心
で
し
た
が
）
呼
吸

器
外
科
の
分
野
に
接
す
る
機
会

も
あ
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
手

術
手
技
を
学
ぶ
ひ
と
つ
と
し
て

捉
え
て
い
た
呼
吸
器
の
手
術

が
、
手
術
適
応
の
難
し
さ
か
ら

始
ま
り
手
術
手
技
の
奥
深
さ
な

ど
呼
吸
器
外
科
特
有
の
世
界
へ

の
理
解
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
そ

の
魅
力
に
夢
中
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
に
は
3

歳
年
上
の
兄
が
お
り
、
彼
も
ま

た
呼
吸
器
外
科
医
で
す
。
私
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
父
親
を
早

く
に
亡
く
し
た
こ
と
も
あ
り
、

男
親
代
わ
り
に
私
の
面
倒
を
み

て
く
れ
た
兄
の
背
中
を
見
て
育

っ
た
と
い
う
こ
と
も
今
回
の
決

断
に
強
く
影
響
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
呼
吸
器

も
十
分
に
学
ん
で
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
本
学
会

を
通
じ
て
呼
吸
器
の

み
な
ら
ず
胸
部
外
科

分
野
の
様
々
な
知
識

や
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
、こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、

呼
吸
器
外
科
医
と
し
て
だ
け
で

な
く
胸
部
外
科
医
と
し
て
も
大

き
な
視
野
を
持
っ
て
成
長
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

外
科
の
道
を
進
む
こ
と
と
な
っ

た
私
は
、
現
在
、
兵
庫
県
の
宝

塚
市
立
病
院
で
呼
吸
器
外
科
医

と
し
て
修
練
を
積
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
時
代
に
先
駆
け

て
肺
癌
を
は
じ
め
呼
吸
器
外
科

の
各
分
野
で
の
鏡
視
下
手
術
に

力
を
入
れ
て
き
た
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
指
導
医
の
先
生

方
か
ら
は
そ
の
伝
統
と
技
術
を

惜
し
み
な
く
指
導
し
て
頂
い
て

お
り
、
充
実
し
た
研
修
の
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
は
市

中
病
院
で
の
研
修
で
呼
吸
器
外

科
医
と
し
て
の
基
礎
を
学
ん
で

お
り
ま
す
が
、
幸
運
な
こ
と
に

所
属
し
て
い
る
大
阪
大
学
呼
吸

器
外
科
教
室
で
は
肺
癌
以
外
に

も
、
胸
腺
疾
患
、
肺
移
植
、
炎

症
性
疾
患
な
ど
の
多
岐
に
わ
た

る
分
野
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い

る
の
で
、
将
来
的
に
は
こ
れ
ら

木村 賢二
（宝塚市立病院 呼吸器外科）
2008年　鳥取大学医学部 卒業

初期研修修了し、その後2年間一
般外科医として研修を経て現在
に至る。

趣味：お笑い番組を見ること
好きな言葉：情けは人の為ならず

松前 秀和
（福岡市立こども病院 感染症センター心臓血管外科）
2009年3月 三重大学医学部医学科卒業
2011年3月 名古屋市立大学病院初期研修課

程修了
2011年4月 福岡市立こども病院・感染症セ

ンター 心臓血管外科レジデント
  現在に至る
趣味：ドライブ
好きな言葉：破天荒

専
門
医
を
取
得
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
取
得
を
目
指
す
若
手
の
先
生
方
に
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
立
場
か
ら

生
涯
を
か
け
て
自
ら
の
技
術

を
磨
き
続
け
て
ゆ
く
と
い
う
そ

の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
職
人
気
質
に

あ
こ
が
れ
、
外
科
医
と
い
う
道

を
選
ん
で
か
ら
は
や
5
年
が
経

ち
、
忙
し
い
な
が
ら
も
自
分
な

り
に
楽
し
み
つ
つ
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
最
初
の
5
年

間
の
研
修
は
、
目
標
と
す
べ
き

魅
力
的
な
先
輩
方
や
素
晴
ら
し

い
仲
間
達
に
恵
ま
れ
、
医
師
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
あ

た
り
大
変
充
実
し
た
も
の
で
し

た
が
、
多
く
の
先
生
方
と
出
会

い
う
中
で
、
そ
の
生
き
様
も

様
々
で
あ
る
こ
と
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
私
の
心
に

残
っ
て
い
る
の
は
、「
名
を
あ

げ
る
こ
と
に
固
執
す
る
の
で
は

な
く
、『
こ
の
街
に
あ
の
先
生

が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
』
と

い
わ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
医
師

を
目
指
し
な
さ
い
」
と
い
う
当

時
の
上
司
の
言
葉
で
し
た
。
こ

の
言
葉
は
私
に
と
っ
て
、
自
ら

の
将
来
像
に
つ
い
て
具
体
的
に

考
え
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

私
が
呼
吸
器
外
科
を
専
門
と

し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
手
術
と

い
う
点
に
お
い
て
は
大
血
管
を

扱
う
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
さ
に
加

え
、
胸
腔
鏡
手

術
か
ら
拡
大
手

術
、
果
て
は
移

植
に
い
た
る
ま

で
非
常
に
多
様

性
に
富
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す

が
、
も
と
も
と

学
生
時
代
に
国

際
保
健
や
途
上

国
医
療
と
い
っ

た
分
野
に
興
味

が
あ
り
、
癌
だ

け
で
な
く
感
染

症
やCO

PD

な

ど
、
現
在
あ
る

い
は
今
後
も
人

類
に
と
っ
て
ま

す
ま
す
そ
の
重

要
性
を
増
し
て

ゆ
く
で
あ
ろ
う

呼
吸
器
疾
患
群

を
扱
う
こ
と
に

大
変
大
き
な
魅

力
を
感
じ
た
た

め
で
す
。

そ
の
中
で
も

主
た
る
対
象
で

あ
る
肺
癌
に
つ

い
て
ま
ず
は
徹

底
的
に
学
ぼ
う

と
現
在
の
病
院
を
選
び
ま
し
た

が
、非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
充
実
し
た
外
科
医
生
活
を
送

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

10
年
後
、
20
年
後
に
自
分
が

何
を
し
て
い
る
の
か
、
将
来
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
呼
吸
器

外
科
医
と
し
て
、
も
っ
と
も
自

分
ら
し
く
社
会
に
貢
献
で
き
る

方
法
を
模
索
し
続
け
る
毎
日
で

す
。

三好 智裕
（国立がん研究センター東病院 呼吸器外科）
2007年　京都大学医学部卒業、
 社会福祉法人三井記念病院 初期研修
2009年　外科後期研修
2012年　国立がん研究センター東病院
 呼吸器外科レジデント
趣味：写真
好きな言葉：なんのこれしき

私
が

呼
吸
器
外
科
を

志
し
た
理
由

小
児
心
臓
外
科
医

を
目
指
し
て

若
手
外
科
医
の

立
場
か
ら

専門医試験のご案内2012年
呼吸器外科専門医
認定試験

日　　時● 2012年11月22日（木）
集合時間● 12：30
試験時間● 13：00 ～ 16：00（3時間） 
会　　場●秋葉原コンベンションホール 2階
 東京都千代田区外神田1-18-13
 TEL：03-5297-0230

http://chest.umin.jp/

食道外科専門医
認定試験

日　　時● 2012年11月23日（金）
会　　場●東京歯科大学 水道橋病院
　　　　　  東京都千代田区三崎町2-9-18

http://esophagus.jp/
＊詳細はホームページをご覧ください。＊詳細はホームページをご覧ください。

心臓血管外科専門医
認定試験

日　　時● 2012年11月16日（金）
集合時間● 12：30
試験時間● 13：00 ～ 16：00（3時間） 
会　　場●秋葉原コンベンションホール 2階
 東京都千代田区外神田1-18-13
 TEL：03-5297-0230

http://cvs.umin.jp/
＊詳細はホームページをご覧ください。
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昨
年
の
学
術
集
会
よ
り
会
員
カ
ー
ド

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
す
べ
て
の
こ
と

に
経
費
が
生
ず
る
の
は
当
然
と
は
い
え
、

再
発
行
手
数
料
を
見
て
バ
ッ
ク
や
引
き

出
し
の
中
の
他
の
カ
ー
ド
に
混
ざ
っ
て

一
瞬
ど
こ
？
と
思
わ
れ
た
会
員
も
い
る

と
推
察
し
ま
す
。
大
切
な
も
の
と
し
て

欲
し
い
と
や
や
高
い
額
が
設
定
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
会
員
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
将
来

的
に
は
種
々
の
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ

る
の
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
面
は
藤
田
会
長
よ
り
の
秋
の
学
術

集
会
へ
の
ご
案
内
で
す
。
学
問
のup 

date 

の
み
な
ら
ず
、
社
会
性
を
意
識
さ

れ
た
企
画
と
感
じ
ま
す
。

発
表
を
見
て
聞
い
て
、
駆
け
巡
る
考

え
を
そ
の
場
で
ま
と
め
や
り
と
り
す
る

inspire expire

の
や
り
取
り
、
こ
れ
が

集
会
の
本
髄
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域

の
会
員
が
普
段
踏
み
込
ま
な
い
隣
の
領

域
に
行
っ
て
刺
激
し
合
う
学
術
集
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
会
員
カ
ー
ド
を
持
っ
て
福
岡

に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
！

本
学
会
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
赤
で

す
。N

ew
sletter

の
表
紙
を
飾
る
色
が

私
た
ち
の
カ
ラ
ー
で
す
。
日
本
は
赤
と

白
が
基
本
の
カ
ラ
ー
で
す
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
大
活

躍
す
る
サ
ム
ラ
イ
ジ
ャ
パ
ン
の
ブ
ル
ー

も
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。Thoracic 

Surgeon Red

の
若
き
会
員
の
記
事
は
い

つ
も
な
が
ら
元
気
を
く
れ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
学
会
雑
誌G

TCS

の

表
紙
を
飾
る
写
真
に
お
気
づ
き
で
し
ょ

う
か
？  N

ew
sletter

、
学
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
近
々
新
し
い
も
の
に
変
わ
っ

て
行
く
予
定
で
す
。
乞
う
ご
期
待
！

広
報
委
員
会
委
員
長　

千
原 

幸
司

編
集
後
記


